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1．は じめに

　 2000年以 降、ユ ーラ シ ア大陸．Lで 寒冬が頻発 し

て い る （麟 1）。 近年、 北極海の海氷の減少が著し

い こ とから、海氷の 減少が寒冬の原 瞬とな っ て い

る可能性が指摘 され て い る 。 両者の 関係に つ い て 、

い くつ か の 異なる メ カ ニ ズ ム が提唱 され て い る が、
もし本当に 海氷の 減少が主要因だ とする と 、 地球

温暖化の進行 によっ て今後 ます ますユ ー
ラ シ ア大

陸上 で寒冬が増える可能性が ある 。 また 、 冬黍の

ユ ー
ラ シ ア大陸上 における低温偏差の 形成 は シ ベ

リ ア 高気圧 の 強化を意味 し、睡本の 寒冬に も密接

に 関係 して い る 。 従 っ て 、北極海の 海氷の 減少が

どの ように ユ
ー

ラ シア 大陸上 の低温偏差を形成す
る の かを明 らかにする こ とは 、日本の 冬季の 気候

を理解 ・予測する上 で も重要で ある 。

　Honda 　et 　al．（2009 ）は、秋か ら初冬 に か けて の

北極海海氷の 減少が大気に与える イ ン パ ク トを調
べ るため に 大気大循環 モ デ ル （AGCM ）を用 い た

理想 実験を行っ た 。 9−12 月の 北極海沿岸に お い て 、

海氷が 多い 場合 と少ない 場合の 理想的な海氷密接
度分布を観測デ

ータか ら作成 し、それぞれ 5  メ ン

バ のア ンサ ン ブル実験を行 っ た 。 そ の結果、観測

の 地表面気温に現れるよ うなユ ー
ラ シ ア大陸．辷の

低温偏差 を、ア ン サ ン ブ ル 平均 （小氷一
多氷）とし

て を再現する こ とに成功 して い る 。

　本礒究では 、 海氷が大気に与える イ ン パ ク トを

調べ る ため に 、 我 々 の グル ープが 開発 した大気海洋

結合モ デ ル MIROC の大気部分を用 い て、　 Honda
et　aL （2009）とほとん ど同じ設定で数値実験 を行っ

た 。 それに加 え、観測された海面水温 （SST）な ら

びに海氷密接度を与えた AMIP タイプの実験 も行
い 、透年の ユ ーラ シ ア の 寒冬の 再現性も調べ た 。

2．モ デル と実験の概要

　東京大学大気海洋研究所 ・国立環境研究所 ・海

洋研究開発機構が共同開発 した大気海洋結合 モ デ

ル MIROC5
，
　MIROC4h の 大気部分 をそれ ぞれ用

い た 。 MIROC5 は モ デ ル の物理 過程 をほ ぼ全て

改良 した新モ デ ル で ある 。 モデ ルの解像度はそれ

ぞれ T85L40、　 T106正56で ある 。
　SST ・海氷密接

度の データ に は HadlSST な らびに
一

部実験 では

Cobe−SST2 を用 い た 。

　MIROC5 −AGCM を灘 い て 、　Honda 就 aL （2009）
とほぼ 同じ実験設定で海氷理想化実験を行っ た 。 ア

ン サ ン ブル メ ン バ 数は海氷が多い 場合 と少ない 場

合それぞれで 50 メ ン バ で、9 月か ら翌隼の 3月ま

で 積分を行 い 、942 月の 間は理想化 した海氷分布

な らび に気候値の SST を、1月以降は気候値の 海

氷密接度 ・SST を与えた 。

　AMIP タイブ実験で は それぞ れ の モ デ ル で 1950−

2012 年 まで の 長期積分 を 10 メ ン バ 行 っ た （ALL −

LNG 実験）。 それに加え、2009−2012年の 期間につ

い て は MIROC5 （MIROC4h ）−AGCM で 1GO（50）メ

ン バ の ア ン サ ン ブ ル実験を行 っ た （ALL 実験）。

3．結果

　海氷理想化実験にお い て 、 観測の 地表面気温 に

現れる ようなユ ーラ シ ア大陸 ヒの低温偏差を ア ン

サ ン ブ ル平均 （小 氷一
多氷）として再現する こ とが

で きなか っ た （釀省略）。 当日はその 原因に つ い て

考察 した い
。

閣 1．近年 の 冬黍 （DJF ）に お ける 地表噬 〔2m ）気湿偏
差 。 JRA25 ／JCDAS より。等値線 の 間隔は 1（K ）。
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